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 学位論文の要旨 Abstract of Thesis 
電子機器は高性能，多機能，小型，軽量など様々な観点から開発が近年進められている．この開発の
進展にはプリント回路基板(Printed Circuit Boards : PCBs)における高速信号処理，低電圧動作，高密度実
装が大いに貢献している．ただし，電磁環境両立性(Electromagnetic Compatibility : EMC)と信号完全性
(Signal Integrity : SI)の問題により PCB 上の伝送線路は，Gbps 伝送のボトルネックの 1 つになっている． 
本論文では，USB3.0 (5.0 Gbps)，SATA 3 (6.0 Gbps) と PCI Express Rev.3.0 (8.0 Gbps)など PCB 上の高
速信号伝送で一般に用いられる差動伝送線路を対象とする．PCB への一層の高密度化や小型化の要求に
より本来対称であるべき差動伝送線路が非対称となり，SI の劣化やコモンモードノイズ発生が引き起こ


















ャルモードからコモンモードへのモード変換が 20 dB 抑制できることを 3 次元電磁界シミュレーション
と実測により示した． 
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第 3 章では，(B)を低減させるため，差動線路に対して差動スキューや特性インピーダンスに影響を与



























最後に，第 5 章では，本研究で得られた知見をまとめた． 
 
 
